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市は、若い世代に魅力を感じてもらうため、塚本明里さんを可児市ふるさと広
報大使に委嘱するとともに、市民・行政一体型フェイスブックページを立ち上
げます。市民の皆さんも一緒に、可児市の魅力を発信しませんか。

ふるさと広報大使委嘱
市民・行政一体型フェイスブック投稿者募集

～若い世代に伝えたい！！～～若い世代に伝えたい！！～



市
公
式
Ｆ
Ｂ
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

○
平
成
23
年
４
月
、岐
阜
柳
ケ
瀬
の
非
公
式

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー〝 

や
な
な 

〞の
広
報
担
当

○
平
成
24
年
７
月
患
者
会「
笑
顔
の
花
び
ら

集
め
た
い
」設
立
、代
表
就
任

○
平
成
25
年
10
月
タ
レ
ン
ト
登
録

○
平
成
25
年
10
月
25
日
ふ
る
さ
と
広
報
大
使

に
委
嘱

  

市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
開
設

　
ふ
る
さ
と
広
報
大
使
の
委
嘱
に
合
わ
せ

て
、10
月
25
日
に
市
の
公
式
Ｆ
Ｂ
を
開
設
し

ま
し
た
。

　
市
長
や
ふ
る
さ
と
広
報
大
使
の
投
稿
に
よ

り
、開
設
後
５
日
で
５
０
０
い
い
ね
！
を
記

録
す
る
な
ど
、早
速
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
各
担
当
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
も
、や

わ
ら
か
く
、分
か
り
や
す
い
表
現
を
心
掛
け

て
い
ま
す
の
で
、「
ま
だ
見
た
こ
と
な
い
よ

〜
」と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

ふ
る
さ
と
広
報
大
使
と
は
？

　
ふ
る
さ
と
広
報
大
使
の
役
割
は
、

①
市
に
関
す
る
情
報
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（
以
下
、「
Ｆ
Ｂ
」）や
Ｆ
Ｍ
ら
ら
を
通
し
て

分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
表
現
で
情

報
発
信
す
る
こ
と

②
市
が
広
報
か
に
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
し
て
発
信
し
て
い
る
情
報
に
つ
い
て
提

言
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。

  

経
緯
な
ど

　
ふ
る
さ
と
広
報
大
使
委
嘱
の
き
っ
か
け

は
、今
年
６
月
20
日
に
慢
性
疲
労
症
候
群
患

者
会
代
表
と
し
て
塚
本
明
里
さ
ん
が
、市
長

に
病
気
の
認
知
活
動
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
こ
と
で
し
た
。市
は
、若
い
世
代
に
市
の
情

報
を
伝
え
る
手
段
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
の

で
、闘
病
生
活
を
送
り
な
が
ら
も
広
報
活
動

を
続
け
る
塚
本
さ
ん
の
優
れ
た
広
報
力
や
活

動
力
を
生
か
せ
な
い
か
と
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、塚
本
さ
ん
の
病
状
に
配
慮
し
、ふ

る
さ
と
可
児
で
活
動
し
た
い
塚
本
さ
ん
の
意

志
を
確
認
で
き
ま
し
た
の
で
、ふ
る
さ
と
広

報
大
使
に
委
嘱
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

  

塚
本
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

○
平
成
18
年
５
月
、病
気
発
症

○
平
成
19
年
10
月
、慢
性
疲
労
症
候
群
と
繊

維
筋
痛
症
と
診
断

○
平
成
21
年
９
月
、岐
阜
美
少
女
図
鑑
に
応
募

○
平
成
22
年
４
月
、岐
阜
美
少
女
図
鑑
モ
デ

ル
に
採
用

  

市
民
投
稿
者（
か
に
す
き
）募
集

　
現
在
、市
公
式
Ｆ
Ｂ
で
ふ
る
さ
と
広
報
大

使
に
投
稿
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、市

民
の
反
応
も
抜
群
に
い
い
で
す
。

　
冨
田
市
長
や
ふ
る
さ
と
広
報
大
使
ら
と
一

緒
に
、可
児
の
魅
力
を
発
信
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
条
件
　
可
児
を
愛
し
て
い
る
こ
と（
市

内
在
住
で
な
く
て
も
可
）

申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番

号
、自
分
の
Ｆ
Ｂ
ア
ド
レ
ス
、投
稿
者
説
明

会
へ
の
参
加
希
望
の
有
無
を
電
子
メ
ー
ル

（kouhou@
city.kani.lg.jp

）で
申
し
込
む

※

確
認
後
、登
録
用
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

投
稿
者
説
明
会

　
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
平
成
26
年
１
月
13
日（
祝
）

時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時（
受
け
付
け
は
、午

後
０
時
30
分
〜
）

場
所
　
総
合
会
館（
市
役
所
向
か
い
）

内
容
　
○
市
民
参
加
型
Ｆ
Ｂ
開
設
　
○
市
民

投
稿
者
認
定
　
○
投
稿
の
仕
方
　
○
投
稿

の
ル
ー
ル
・
注
意
事
項
　
○
質
疑
応
答

申
込
方
法
　
市
民
投
稿
者（
か
に
す
き
）に
申

し
込
む
際
に
、参
加
希
望
と
明
記
す
る

申
込
締
切
　
12
月
27
日（
金
）

申
込・問
合
先

　総
合
政
策
課

  

市
民
・
行
政
一
体
型
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
？

　
市
民
・
行
政
一
体
型
参
加
型
Ｆ
Ｂ
と
は
、可

児
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
、可
児
の
魅

力
を
発
信
す
る
市
公
認
の
Ｆ
Ｂ
で
す
。例
え

ば
、こ
ん
な
情
報
を
紹
介
す
る
な
ど
可
児
市

の
魅
力
に
つ
な
が
る
情
報
で
あ
れ
ば
、何
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

○
地
域
行
事
や
地
域
活
動

○
お
い
し
い
お
店

○
可
児
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

○
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
人
　
な
ど

  

経
緯
な
ど

　
若
い
世
代
を
引
き
込
む
た
め
に
、多
く
の

若
い
世
代
が
使
っ
て
い
る
、双
方
向
性
が
あ

る
、拡
散
性
が
高
い
、実
名
登
録
の
た
め
信
頼

性
が
高
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、Ｆ
Ｂ
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
市
が
取
り
組
む
の
は
、〝
市
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
投
稿
す
る
日
本
初

の
Ｆ
Ｂ
〞
で
す
。市
民
が
投
稿
す
る
楽
し
い

情
報
と
市
か
ら
の
情
報
を
、市
民
の
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新成人おめでとう!!　撮影コーナー開設
　可児市成人式の会場内で、新成人をお祝いする気持
ちを込めて、市民・行政一体型FBへ投稿する写真撮影
を行います。友達と一緒に記念に
撮影しませんか。
期日　平成26年１月12日（日）
時間　正午～午後４時
場所　文化創造センター・アーラ
内容　FBへ投稿する写真撮影
　　　※プリントサービスはしません。

冨田市長から委嘱状を受け取る塚本さん

市公式FBへの実際の投稿

市公式FBに初投稿する冨田市長

ふるさと広報大使による楽しい投稿

同時投稿できるからカンタン!!

〝 

日
本
初
市
民
・
行
政
一
体
型
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク 

〞

可
児
好
き
集
ま
れ
！！

10
万
人
の
可
児
を
愛
す
る
人

「
か
に
す
き
」に
よ
る
可
児
の
魅
力
発
信
!!
　

若い世代に伝えたい!!

ふ
る
さ
と
広
報
大
使
に
委
嘱

　
　
　
　
　
病
気
と
闘
う
塚
本
明
里
さ
ん

書き込む！

確認する

同時投稿

自分のウォール かにすきウォール

第2弾 第１弾
〈本文〉

写真を投稿する
✓自分のウォールに投稿する

クリック！
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〈本文〉

写真を投稿する
✓自分のウォールに投稿する

クリック！
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消防団のこと、ご存じですか？
見かけたことはあるけれど、よく知らないという人も多いのではないでしょうか。
実は火事を消火するだけでなく、いろいろな活動を通して、地域に貢献しているのです。
今回は消防団がどんな活動をしているのか、誰が参加しているのか紹介します。
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消
防
団
は
火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
自

宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
そ
の
地

域
で
の
経
験
を
生
か
し
た
消
火
活
動
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
員
は
、

非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
可
児

市
で
は
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
や
市
内
で
働

い
て
い
る
約
３
２
０
人
の
団
員
が
16
の
地
区

に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

山
林
火
災
や
水
害
、
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
署
な
ど
の
救

助
が
着
く
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
頼
り

に
で
き
る
の
は
自
分
と
家
族
、
同
じ
地
域
に

住
む
住
民
同
士
で
す
。

消
防
団
は
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
な
ど
で

構
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時

に
地
域
に
必
要
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

消
防
団
は
毎
日
活
動
し
て
い
る
訳
で
は
な

く
、
主
に
災
害
発
生
時
に
活
動
し
ま
す
。

ま
た
消
防
団
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
お
り
、
普
段
は
仕
事
を
持
っ
て
働

い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で

き
る
範
囲
で
消
防
団
の
活
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

そ
も
そ
も
、

　
　
　
消
防
団
っ
て
何
？

消
防
団
は
な
ぜ
必
要
？

仕
事
で
忙
し
い
け
ど
…

わたしのまちの消防団

平成22年の集中豪雨災害での活動を評価され、消
防団が総理大臣表彰を受けました

総理大臣表彰

防災訓練

地域の防災力を高めるため、防災訓
練で消火器の使い方を説明しました
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〈
災
害
時
の
出
動
〉

災
害
時
に
は
現
場
に
駆
け
つ
け
、
救
助
、

救
出
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
で
行
方
不
明
の
人
が
出
る
と
、

人
捜
し
も
行
い
ま
す
。

〈
防
災
活
動
〉

災
害
を
未
然
に
防
い
だ
り
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
防
災
活
動
も
消
防
団
の
大
切
な

役
目
で
す
。

消
防
団
で
は
地
域
の
見
回
り
や
、
地
域
の

防
災
訓
練
で
消
火
器
具
の
使
い
方
を
レ
ク
チ

ャ
ー
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
火
の
用
心
」
で
お
な
じ
み
の
見
回
り
も
、

防
災
活
動
の
一
環
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
夏
ま
つ
り
な
ど
地
域
行

事
の
警
備
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
点
検
な

ど
、
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

〈
訓
練
〉

災
害
現
場
で
は
、
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。ま

た
防
災
の
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
は

消
防
団
に
と
っ
て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
事
態
に
あ
っ
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
、
教
養
講
座
や
救
命
講
習
な
ど
を
通

し
て
、
防
災
の
知
識
や
技
術
を
学
ん
で
い
ま

す
。

ど
ん
な
活
動
を

　
　
　
　
し
て
い
る
の
？

防災活動の基本や団員としての心構えを学びます

ほ
か
に
も
火
災
現
場
で
の
消
火
に
必
要
な
、

一
連
の
動
作
を
習
得
す
る
た
め
の
訓
練
（
操

法
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
春
に
は
消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、

訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。

今
年
は
県
内
の
消
防
団
が
競
う
大
会
が
可

児
市
で
開
催
さ
れ
、
可
児
市
の
消
防
団
も
活

躍
し
ま
し
た
。

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
頼
り
に
な
る
の
が

地
域
の
力
で
す
。
近
所
の
人
を
助
け
た
り
、

助
け
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
消
防
団
で
は
、
災
害
時
の
技
術
や

知
識
だ
け
で
な
く
、
団
員
や
地
域
の
人
と
の

つ
な
が
り
も
で
き
て
い
き
ま
す
。
同
じ
団
員

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
と
活
動
す
る

う
ち
に
一
体
感
が
生
ま
れ
る
…
。
消
防
団
の

隠
れ
た
魅
力
で
す
。

消
防
団
は
誰
に
で
も
参
加
で
き
る
活
動
で

す
。
地
域
で
暮
ら
す
あ
な
た
の
力
が
消
防
団

に
は
必
要
で
す
。
会
社
員
の
人
、
自
営
業
の

人
な
ど
、
年
齢
・
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
地
域
を
守
る
た
め
、
い
ざ
と
い
う

時
に
災
害
に
立
ち
向
か
え
る
力
を
身
に
付
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

問
合
先　

防
災
安
全
課

AEDの使い方や応急手当などを学びます

団
員
募
集
！

操法大会

普通救命講習

新入団員教養講座

わたしのまちの消防団

入団のきっかけは、一緒に入団しようと
友人に誘われたことでした。
その頃持っていた消防団のイメージは、上下関係が厳しい、お

酒の好きな人が入るなどあまり良いものではありませんでしたが、
一緒に活動をする中で仲間という意識が強くなり、今では消防団
をホームのように感じています。
訓練など活動を大変だと感じることもありますが、仕事のこと

を配慮してくれるので、無理のない範囲でやれますし、いろいろ
な仲間と付き合うことができるなど、消防団活動を楽しんでいま
すよ。
まずは消防団がどんなところなの

か、体験でもいいので知ってほしい
と思います。一人では心細いことも
あると思いますので、友人と一緒に
入ったり、入団している友人がいれ
ば話を聞いてもらうのもいいですね。

第４分団第３部

新
あら

井
い

　龍
りゅう

一
いち

さん

団員の声

日頃の訓練の成果を競います
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住みよいまちづくりに
尽くされた人たち

市功労者表彰

市は、11月３日（祝）総合会館で、市政発展に尽くされた人、ほかの模範となる

行いをされた人など９部門21人と９団体の栄誉を称え、表彰状を贈呈しました。

� （敬称略）
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納
税
功
労

渡
邉　

義
高
（
下
恵
土
）

　

青
色
申
告
会
役
員
と
し
て
納

税
思
想
の
啓
蒙
普
及
に
貢
献

　
社
会
福
祉
功
労

駒こ
ま
つ
き月　

武た
け
ひ
で英
（
長
坂
）

小
坂　

明
子
（
長
坂
）

内
野　

登
代
子
（
若
葉
台
）

山
口　

征い
く

雄お

（
大
森
台
）

黒
田　

共と
も

栄え

（
愛
岐
ケ
丘
）

荻
野　

淑よ
し

（
長
坂
）

澤
村　

祐
子
（
大
森
）

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

民
生
の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向

上
に
貢
献

ミ
ニ
デ
イ
サ
ロ
ン
ふ
れ
あ
い
・

さ
つ
き

　

茶
話
会
や
食
事
会
な
ど
の
サ

ロ
ン
を
開
催
し
地
域
福
祉
の
向

上
に
貢
献

　
教
育
・
体
育
功
労

衛え
い　

紀き

生せ
い

（
広
見
）

　

可
児
市
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

館
長
兼
劇
場
総
監
督
と
し
て
文

化
・
芸
術
の
振
興
に
貢
献

杁
本　

慶け
い

司し

（
中
恵
土
）

　

可
児
市
公
民
館
連
絡
協
議
会

会
長
等
と
し
て
地
域
公
民
館
の

向
上
に
貢
献

斎
藤　

富
士
子
（
土
田
）

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
可
児
第
一

団
役
員
と
し
て
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献

水
野　

正し
ょ
う
じ二
（
広
見
）

　

可
児
市
青
少
年
育
成
推
進
員

と
し
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

貢
献

肥
田　

充み
つ
の
り教

（
大
森
）

　

可
児
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
普
及
員
と
し

て
体
育
振
興
と
市
民
の
体
力
増

進
に
貢
献

可
児　

理
恵
（
下
恵
土
）

　

世
界
女
子
ク
ラ
シ
ッ
ク
パ

ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大

会
に
お
い
て
準
優
勝

　
産
業
功
労

桑
下　

和
弘
（
今
渡
）

　

可
児
商
工
会
議
所
副
会
頭
等

と
し
て
商
工
業
の
支
援
振
興
を

通
じ
た
地
域
の
発
展
に
貢
献

　
公
共
事
務
功
労

伊
藤　

武
久
（
兼
山
）

　

消
防
団
分
団
長
等
と
し
て
市

民
の
生
命
財
産
の
確
保
・
防
災

意
識
の
高
揚
に
貢
献

　
多
額
の
金
品
を
寄
附

小
池　

誠
之
介
（
広
見
）

　

多
額
の
浄
財
を
寄
附
し
住
民

福
祉
の
増
進
に
寄
与

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
４
―
Ｂ
地
区

　

可
児
駅
前
広
場
に
時
計
塔
を
寄

贈
し
中
心
市
街
地
整
備
に
寄
与

　
地
域
振
興
功
労

安
藤　

誠ま
さ

紀き

（
広
見
）

　

可
児
市
自
治
連
絡
協
議
会
会

長
等
並
び
に
広
見
自
治
連
合
会

会
長
と
し
て
地
域
の
振
興
に
貢

献里
山
若
葉
ク
ラ
ブ

　

里
山
の
整
備
・
有
効
利
用
活

動
に
取
り
組
み
、
地
域
住
民
の

健
康
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
発
展
に
貢
献

　
そ
の
他
の
功
労

帷
子
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

今
南
小
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

桜
ケ
丘
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

　

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

と
運
営
に
率
先
的
に
取
り
組
み
、

子
育
て
支
援
の
充
実
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
貢
献

　
奨
励
賞

岐
阜
県
立
可
児
工
業
高
等
学
校

放
送
部

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

部
門
に
お
い
て
優
勝

亀
井　

瑞み
づ

希き

（
川
合
）

　

全
国
男
子
中
学
生
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大

会
69
㎏
級
に
お
い
て
優
勝

森
川　

達た
つ
ろ
う朗
（
川
合
）

　

全
国
男
子
中
学
生
ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
手
権
大

会
85
㎏
級
に
お
い
て
優
勝

帝
京
大
学
可
児
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部

　

全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

に
お
い
て
優
勝

可
児
市
立
広
見
小
学
校
６
年
生

８
の
字
跳
び
選
抜
チ
ー
ム

　

長
な
わ
８
の
字
跳
び
に
お
い

て
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
達
成

※
本
人
の
希
望
に
よ
り
、
一
部

氏
名
の
掲
載
を
控
え
ま
し
た
。

問
合
先
　
秘
書
課

広見小６年生による８の字跳び練習の様子

表彰を受ける功労者



姫幼稚園の人権教室の様子
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高齢者を

大切にする心を

育てよう

 こう れい しゃ

 たい せつ こころ

 そだ

女性の人権を

守ろう

 じょ せい じん けん

 まも
同和問題に

関する偏見や

差別をなくそう

 どう わ もん だ
い

 かん へん けん

 さ べつ

子どもの人
権を

守ろう

 こ 
じん けん

 
まも

性的指向を理由

とする差別を

なくそう

 せい てき し こう 
り ゆう

 さ べつ

北朝鮮当局

による人権侵害

問題に対する

認識を深めよう

 きたちょうせんとうきょく

 じん けん しん がい

 もん だい たい

 にん しき ふか

刑を終えて

出所した人に

対する偏見を

なくそう

 けい お

 しゅっしょ ひと

 たい へん けん

犯罪被害者と

その家族の人権

に配慮しよう

 はん ざい ひ がい しゃ

 か ぞく じん けん

 はい りょ

インターネット
を悪用した
人権侵害を
やめよう

 あく よう

 じん けん しん がい

ホームレスに
対する偏見を
なくそう

 たい へん けん

外国人の
人権を

尊重しよう

 
がい こく じん

 
じん けん

 そんちょう

障がいのある人
の完全参加と
平等を実現
しよう

 しょう 
ひと

 かん ぜん さん か

 びょうどう じつ げん

人身取引を
なくそう

 じん しん とり ひき

性同一性障がい
を理由とする
差別をなくそう

 せい どう いつ せいしょう

 り ゆう

 さ べつ

アイヌの人々に
対する理解を
深めよう

 ひと びと

 たい り かい

 ふか

HIV 感染者や
ハンセン病患者
に対する偏見を
なくそう

 かん せん しゃ

 びょうかんじゃ

 たい へん けん
東日本大震災に
起因する
人権問題に
取り組もう

 ひがしにほん だい しん さい

 
き いん

 じん けん もん だい

 と く

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
市
で
人
権

に
関
わ
る
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
（
敬
称
略
）。

人
権
擁
護
委
員
は
、
主
に
人
権
困
り
ご
と

相
談
や
、
幼
稚
園
・
保
育
園
や
小
中
学
校
で

人
権
教
室
を
開
催
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
の
悩
み
事
な
ど
を
手
紙
で
受
け

付
け
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
い
じ
め
に
悩
む
子
ど
も
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

保
護
司
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
更

生
す
る
ま
で
の
間
、
保
護
観
察
官
と
協
働
し

て
保
護
観
察
に
当
た
る
ほ
か
、
生
活
上
の
助

言
や
就
労
の
援
助
な
ど
を
行
い
、
そ
の
立
ち

直
り
を
助
け
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
な

ど
の
犯
罪
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
権
と
は
、
人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め

の
権
利
で
す
。
差
別
や
偏
見
は
人
権
侵
害
で

す
。私

た
ち
は
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
思

い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
先
　
人
づ
く
り
課

保護司
水野　文雄
（久々利）

古田　正二
（瀬田）

近藤　俊英
（今渡）

伊藤　正宏
（東帷子）

大野　充
あつ

弘
ひろ

（羽生ケ丘）
秋山　隆

たか

文
ふみ

（広見）

吉田　猛志
（下恵土）

前田　千
ち

治
はる

（東帷子）

古山　和男
（大森）

藤嶋　義
よし

朗
ろう

（今）

三品　利男
（下恵土）

三宅　正彦
（西帷子）

小川　利
とし

昭
あき

（緑ケ丘）
山口　　優

まさる

（川合）
森　　節

せつ

子
（土田）

佐藤裕美子
（桜ケ丘）

飯田　好明
（中恵土）

松田　金
きん

一
いち

（川合）

可児　敏春
（土田）

堀井　玲子
（桜ケ丘）

丹
たん

治
じ

　眞一
（中恵土）

前
まえ

島
じま

　　晌
しょう

（今渡）
義
よし

村
むら

　静子
（坂戸）

中江　敏久
（兼山）

今年は、世界人権宣言が国連で採択（1948年12月10日）されてから65周年を迎えます。
人権とは、人が生まれながらに持っている自分らしく生きる権利です。

法務省が提唱する人権17項目

身近なことから人権を考えてみませんか

12月４日～10日は
人権週間

12月10日は
「人権デー」

思
い
や
り
の
心
を

人
権
擁
護
委
員

保
護
司

活
動
し
て
い
る
皆
さ
ん

人権擁護委員
髙木久美子（柿下）

井
い

神
がみ

　　明
あきら
（広見）

内藤　政
まさ

美
み
（今渡）

林　　善
よし

彦
ひこ
（下恵土）

渡邉　良
よし

文
ふみ
（土田）

山田　博
ひろ

司
し
（塩）

山田まゆみ（緑）

田代　正
まさ

美
み
（桜ケ丘）

堀井　玲子（桜ケ丘）

飯田久美子（兼山）



広
　
告
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美濃金山城跡が国の史跡に指定された兼山で、「戦国
武者行列　若獅子蘭丸２０１３」が開催されました。
今年はあいにくの雨で武者行列は中止になりました
が、会場を兼山公民館に移して、森可

よし

成
なり

の長男可
よし

隆
たか

の初
陣を再現した迫力ある寸劇を披露しました。
他にも武者行列の記念撮影や武将バンド「郷

きょう

輝
き

蘭
らん

舞
ぶ

」
のライブなどが行われ、集まった観客から歓声があがっ
ていました。

兼山小学校で金管集会が行われ、４～６年生の全児童
が取り組むマーチングバンドＲＡＮＭＡＲＵの演奏や活
動の発表がありました。
児童らはさまざまな楽器を使い、みんなが一体となっ
た演奏を披露しました。
当日は小学校訪問で訪れていた「尾木ママ」こと尾木
直樹さんのほか、たくさんの来賓があり、迫力ある演奏
に聴き入っていました。

10/20

11/14

戦国の迫力　間近に

兼山小で演奏と発表

参加者による寸劇の様子

迫力ある演奏を披露する児童



可児のお宝

税の豆知識ご存じ
ですか？

簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん
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泳
くくり

宮
のみや

公園には、１本の立派なフウの木があります。樹高約20m、幹周
りの太さ約2.5ｍを測る大きな木で、秋にはとても美しい紅葉が見られま
す。果実は球形の集合果で、栗のイガ状のトゲを持つ面白い形をしていま
す。
フウは、中国中南部や台湾が原産で、日本には江戸時代中期に入ってき
て、庭木などに植えられました。泳宮のフウの木も、この頃植えられたと
推定されます。
また、フウは化石の中からも発見されます。フウの葉や実の化石が平牧
層などから発見されているため、「生きた化石」と言われます。1,800万
年前には、可児市にもフウが自生していたのですね。
泳宮公園のシンボルとしてどっしりと枝葉を広げています。『日本書紀』
に記された弟

おと

媛
ひめ

伝承にまつわる池とともに、憩いの公園となっています。

住宅ローンなどを利用してマイホームを新築・購入・増改築したときに、居住開始以降の一定期間、所得税の税額
控除を受けることができます。
平成25年分の所得税で控除を受けるには、平成25年12月31日までに居住開始しているなどの一定の要件があ
り、確定申告を税務署で受付期間内に行う必
要があります。ただし、給与所得者は、翌年
からは勤務先での年末調整において申告する
ことができます。
また、所得税額で控除しきれなかった額を
平成26年度分の市・県民税から控除するこ
とができます (※ )。確定申告や年末調整を
していれば、改めて市に住宅ローン控除の申
告をする必要はありません。
確定申告の詳しい手続き方法は多治見税務
署（☎０５７２�０１０１）にお尋ねくださ
い。なお、翌年以降の控除内容などは、税制
改正により変更がある場合があります。

※限度額があり、下記①②のどちらか小さい額を控除できます。
①前年分の所得税の課税総所得金額の５％(最高97,500円まで）
②前年分の住宅ローン控除可能額のうち所得税から控除しきれな
かった額

� 問合先　税務課

所得税額
所得税

住宅ローン
控除額

納付すべき
市・県民税額

住宅ローン
控除可能額

控除しきれ
なかった額

市・県民税
住宅ローン
控除額(※)

本
来
納
付
す
べ
き
市
・
県
民
税

� 問合先　教育文化財課

紅葉が美しい

フウの木

新しい家に引っ越した方は税額が下がるかも！？

住宅ローン控除（住宅借入金等特別控除）

Vol.19

Vol.1

フウの木（久々利地内）



すくすく育て可児っ子

簡単！朝ごはんレシピ
早寝、早起き、朝ごはん早寝、早起き、朝ごはん
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Vol.18

大根とツナの煮物

【材料（４人分）】

大根　200g／ツナ水煮缶　80g（小１缶）／
　　しょうゆ　小さじ１
　　みりん　小さじ１

【作り方】
①�大根はいちょう切りにする。深めの耐熱皿に並べ、
ラップをしてレンジで加熱する。（６００Ｗで約
２分）

②�①にツナを加え、しょうゆとみりんを合わせて和
える。

③�端を少しあけてラップをかぶせ、再びレンジで加
熱する。（６００Ｗで約３分）

※電子レンジの加熱時間は目安です。

問合先　健康増進課

【栄養成分（１人当たり）】
エネルギー　33kcal／たんぱく質　4.0g／

炭水化物　3.1g

大根を切るだけ。後は、缶詰めと電子レンジでできるので、

忙しい朝におすすめです！お弁当のおかずにもいいですよ。

兼山児童館では、幼児とその保護者を
対象とした新規イベント「ママチルタイ
ム」を12月から平成26年３月まで、月
１～２回開催します。
同イベントでは、お母さんたちのちょっ
としたリラックスタイムとなるように
ティータイムを設け、その間は児童館職
員が子どもたちと一緒に手遊びなどをし
ます。
なお、各回とも事前予約制となります。
児童館だよりなどでお知らせしますので、
兼山児童館（☎�２１１３）へ電話で申
し込んでください。

開催日 内容（予定含む）

１月21日（火）
※申込期間は12月
18日（水）～１月14
日（火）です

①和を楽しもう！まったりお抹茶タイム
②本格ハンドエステ体験（託児あり）
③親子でカレンダー作り
④親子あそび（手遊び・歌遊びなど）

２月 ①ちびリンピック in　兼山（室内）
②愛する人へ感謝の気持ちを込めて
　ラブラブ♥ブラウニー作り＆ティータイム

３月 ①ママの真似して「お買い物ごっこ」
②バザー（キュートな雑貨やクッキーなど）
③あんぱんまんのおにぎり作り＆ティータイム

時間　午前10時30分～正午
費用　100円（飲み物とお菓子のセット）
※２月・３月の開催日については決まり次第、児童館だよりやホーム
ページなどでお知らせします。

� 問合先　こども課

みんなあつまれ！「ママチルタイムin兼山児童館」
Vol.7

｛
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
ル
ー
ト
が
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
可
児
市
内
で
は
、
御
嵩
町

か
ら
久
々
利
へ
入
り
、
皐
ケ
丘
と
桂
ケ
丘

の
間
を
通
過
、
大
森
奥
山
か
ら
多
治
見
市

へ
抜
け
る
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
距
離
は
約
８
㎞
で
、
そ
の
殆
ど
が
地

下
通
過
で
す
が
、
唯
一
、
久
々
利
大
萱
地

区
が
地
上
高
架
式
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
７
年
に
東
京
～
名
古
屋
間
が
開

通
、
中
津
川
市
に
岐
阜
県
駅
が
設
置
さ
れ

ま
す
。
可
児
市
に
と
っ
て
便
利
な
駅
と
な

る
に
は
、
岐
阜
県
駅
へ
の
高
速
道
路
の
直

結
と
駐
車
場
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
そ

う
な
れ
ば
、
可
児
御
嵩
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
30
分

で
新
駅
、そ
こ
か
ら
約
40
分
で
東
京
で
す
。

名
古
屋
経
由
に
加
え
、
東
京
と
の
新
し
い

交
流
動
線
が
充
実
す
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
地
下
50
ｍ
か
ら
１
０
０
ｍ
を

通
過
す
る
大
森
地
区
～
桜
ケ
丘
地
区
で
は

影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大
森
地

区
に
で
き
る
高
さ
25
ｍ
の
ト
ン
ネ
ル
換
気

施
設
に
つ
い
て
は
、
日
照
な
ど
の
心
配
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
掘
割
と
高
架
橋
で

約
１・
２
㎞
を
通
過
す
る
久
々
利
大
萱
地

区
に
お
い
て
は
、
景
観
に
加
え
、
騒
音
や

振
動
、
そ
し
て
、
山
を
切
り
崩
す
こ
と
な

ど
に
よ
る
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

列
車
の
運
行
本
数
は
毎
時
５
本
（
往
復

10
本
）
程
度
の
予
定
で
す
の
で
、
時
速

５
０
０
㎞
を
超
す
リ
ニ
ア
が
、
概
ね
５
分

に
１
度
通
過
し
ま
す
。
地
下
鉄
の
車
内
並

み
の
騒
音
な
ど
で
、
大
萱
の
里
は
一
変
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

大
萱
の
里
は
、
約
４
０
０
年
前
に
国
宝

「
卯
花
墻
」
を
生
む
な
ど
、
日
本
の
陶
器

芸
術
の
歴
史
を
塗
り
替
え
た
、
世
界
に
誇

る
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
で
す
。大
萱
の
光
、

土
、
水
、
香
り
、
風
、
音
、
山
な
み
、
静
寂
、

そ
し
て
、
自
然
と
人
と
の
共
生
が
、
偉
大

な
芸
術
を
生
み
出
し
た
源
泉
で
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
の
価
値
は
、
そ
の
大
萱
の
里

と
い
う
空
間
が
、
４
０
０
年
以
上
に
亘
っ

て
、本
質
的
な
変
容
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

現
代
に
息
づ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
日
本

独
自
の
自
然
と
人
と
が
織
り
成
す
歴
史
と

芸
術
を
、
今
な
お
肌
で
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
希
少
な
空
間
、
そ
れ
が
大
萱
の
里
な

の
で
す
。
こ
の
空
間
が
、
今
、
本
質
的
な

変
容
を
受
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

構
造
的
に
み
れ
ば
、
大
萱
地
区
も
地
下

式
に
す
る
こ
と
は
不
自
然
と
は
思
わ
れ
ま

せ
ん
。
膨
大
な
量
の
土
砂
を
経
済
的
に
処

理
す
る
必
要
性
な
ど
、
こ
こ
で
地
上
に
出

る
理
由
は
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ

に
よ
る
犠
牲
は
大
き
過
ぎ
ま
す
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
技
術
の
粋
を
集
め

た
、
国
家
的
な
夢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か

ら
こ
そ
、
我
が
国
の
誇
り
を
守
っ
て
欲
し

い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
と
可
児
市
」

地上部
地下部

地上部

←多治見 御嵩→

標高(ｍ)
400

200

地下ルート（想定）

換
気
施
設

久々利公民館

東
海
環
状
自
動
車
道

花フェスタ
記念公園

桂ケ丘

皐ケ丘

換気施設

多治見市

御嵩町

久々利大萱

桜ケ丘

荒川豊蔵資料館

リニア中央新幹線市内通過ルート

縦断計画の予測図

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ

よ
う
こ
そ！

市
長
室
へ
9

久々利大萱地区



放送中
災害など
緊急時には、
特別放送を
します。

月～金の午前８時からは、市政情報
を、毎週土曜日の午前10時からは、地
域の市民活動などを放送しています。
毎週木曜日の午前11時20分～11時40
分は、市長や市職員が出演するコー
ナーもあります。
お聴き逃しなく！
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

（デジアナ７ch、デジタル12ch）

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

12／7（土）～13（金）
●ようこそ！市長室へ

★タウン情報

　今回のテーマは、「リニア中央新幹線と可児市」。
2027年に東京～名古屋間が開通する予定のリニア
中央新幹線。市内を通過する距離は約８キロメート
ルですが、どのような影響が考えられるでしょうか。

　可児市消防団応援団長に任命されているカニ
ダー。地域のためにがんばる消防団について、どの
ような活動をしているのか調査します。お楽しみに。

12／21（土）～27（金）

12／14（土）～20（金）

　今回のぶらり旅は「大森、下切地区」。岡田将監屋敷
跡や大森城跡などを訪れます。屋敷跡から出土した織
部瓦などについて、詳しい説明があるかもしれません。

★簡単！山ごはんレシピ

12／28（土）～12／31（火）

　平成25年にはさまざまな出来事がありましたが、主
なものについて映像や写真で振り返ります。この中には、
みなさんの心に残る出来事もあるかもしれませんね。
★レッツゴー市役所

●好きなのはカニダー

●可児市この１年●文化財ぶらり旅⑥

放送時刻

しょうげん

「人権」展（人づくり課人権・男女共同参画係）
期間　11月30日（土）～12月10日（火）
12月４日から 10日は人権週間、12月 10
日は人権デーです。可児市人権啓発センター
が募集した 300 字小説、標語の入選作品を
展示します。またいじめ防止、男女共同参画
など人権に関するパネル展示をします。

「本の雑学～作る、直す、使う～」展（図書館）
期間　12月12日（木）～26日（木）
図書館で貸し出し、保存している本。
その本の作り方、直し方、歴史について展
示します。

図書館だより
市立図書館　本館（広見）� ☎� 5120
帷子分館� ☎� 8530
桜ケ丘分館� ☎� 3473
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/ 著（新潮社）
「聖書を読む」� 中村うさぎ /著�
� 佐藤優

まさる

/ 著（文藝春秋）
「世界がもし 100億人になったなら」
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/ 訳（マガジンハウス）

「ふたつのゆびきりげんまん」
� そうまこうへい/作　マスリラ/絵（小峰書店）
「まんがで読む古事記」
� 竹
たけ

田
だ

恒
つね

泰
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/監修　館
たて

尾
お
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ほか /まんが（学研教育出版）
「そんなときどうする？」
セシル･ジョスリン/文　モーリス・セン
ダック/絵　こみやゆう/訳（岩波書店）

○人形劇団パンの楽しい人形劇！
期日　12月14日（土）
時間　午後２時～３時
場所　図書館本館３階　学習室
出演　人形劇団パン
内容　「ばけたかな？」
　　　「スイミー」
申込　不要。どなたで
も自由に参加してく
ださい。

昨年の様子

先日、歩こう可児３０２の取材で帷
子地区を歩きました。少し肌寒い秋空
の下、小川のせせらぎを聞きながら、
田んぼの脇の道を歩くのはとても気
持ちが良いものでした。当たり前の風
景かもしれませんが、このように歩い
て気持ちが良い場所があるというの
も可児の魅力の一つではないでしょ
うか。
今月の特集にあるように、いよいよ

市民・行政一体型のＦＢ（フェイスブ
ック）が始まります。このＦＢでは投
稿者のことを「かにすき」と呼んでい
て、事前に登録いただいた人が「かに
すき」になれます。
冒頭の話のほかにも、可児にはたく

さんの魅力があると思いますので、ぜ
ひ登録いただいて、一緒に可児を盛り
上げていきましょう。� （小）

展示のご案内（本館）

かにっ子タイムクリスマス特集

新しく入った本

本館・分館共通
毎週月曜日、
12月28日（土）～１月４日（土）
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2013年12月１日号
754かにかに

市の人口　100,761人　（男／49,958人　女／50,803人）　世帯数　39,092世帯（11月１日現在）
　　　　　　　　　　　（前月より8人増・71世帯増、昨年同月より813人減、78世帯増）

「広報かに」12月１日号、１部当たりの
印刷費は約 9.26 円（税込み）です。

広報かには 100％再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。
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たすきリレー参加の消防団員ら

今年も可児商工会議所主催「冬のほたる」の
季節がやってきます。
幻想的なイルミネーションを眺めていると、
１年の疲れも忘れてしまいそうです。

ふるさと川公園（市役所北）にて

第６回岐阜オレンジリボンたすきリレーが、11
月10日（日）雨天の中、行われました。「ぎふオレ
ンジリボン運動」は、子どもを虐待から守るため、
一人ひとりが、この問題への理解を深め、地域で
生まれ育つ子どもたちの健やかな成長を願っ
て、共に行動することを呼びかける運動です。
可児市からは、可児市消防団員が、可児市役所

を出発し、坂戸のとれった広場までの約３キロの
コースを走り、たすきリレーをつなぎました。
子どもの笑顔を守りたい！そんな気持ちを消

防団員も持ちながら、新入団員募集のPRもして
いました。　


